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POINTS
1 授業・保育のねらいを焦点化して指導計画を立てる
　【課題】

　　　授業の目標がしぼりきれていないため、子どもが何を学習すればいいのか分からないケース

　【実践例】
　　・目標や活動をシンプルにし、子どもたちが、授業のめあてを明確に意識して学習に取り組めるように工夫する。

　　・目標について、学校⇒学年⇒単元⇒1時間の授業とゴールから逆算的（バックワード）に考え、1時間の目標を設定する。（下図参照）

　　・評価について、何がどのようにできれば、目標を達成したかを明確に示す。

　　・論理的に組み立てられた授業にするために、指導案作成のプロセスを工夫するとともに、重視するべき観点を明示する。（下記参照）

　


　　　


　　　




2 子どもが主体的に取り組めるように授業構成を工夫する

【課題】
一方的に教え込むような授業で、子どもが主体的に学習する意欲が持てないケース
　【実践例】
・子どもの興味・関心を高め、動機づけを図ることができるよう授業の構成を工夫する。

　　・子どもが主体的に取り組めるような課題設定を行い、課題解決のための思考の手がかりを持たせる。

　　・一人で考える時間、ペアやグループでの学習の時間等、ねらいに応じて様々な学習形態を取り入れる。

　　・振り返りの時間を設定し、自分の学びを確認させる。

　　　　　　　

　















　　授業構成を工夫した上で、「思考ツール」を授業に取り入れ、「考える」とは何をどう活動したらいいのか、児童の活動を具体化し共有する取組のために、このようなカードを活用



４．授業の構成





　ゴールが不明確なまま授業を進めると、そのことが一因となり、学習に不安を感じ、集中して取り組めなくなる場合があります。授業の構成は、子どもの発達段階や、教科の特性等を考慮して行うものですが、教える側の都合だけで授業を進めてしまうということはないでしょうか？子どもの思考の流れに沿って授業を構成し、教職員が教え込む授業から子どもが主体的に学ぶ授業構成にする工夫が必要です。


　　　　　











目標をシンプルにする








学校園目標


学年目標








　　


単元目標








1時間の授業


保育の目標











＜指導案作成のプロセスを工夫する＞





育てたい力、何を学ばせるのかといったねらいを明確にする


子どもたちが主体的に学ぶ、学習の過程を踏まえた授業構成にする


子どもたちが出合った課題を積極的に受け止め、意欲的に向き合うような導入にする


子どもたちがどのように課題に向き合い、課題解決するかを検討する


子どもたちどうしが考えをつなぎ、考えを深める工夫をする


子どもたちが自分の言葉で自己の学びを振り返り、自己評価する工夫をする


授業を通して子どもたちのどのような成長をめざすのかを明確にする








子どもの思考の流れにそって、学習課程を構成する





　　　　　











解決を迫られる課題がある





出合った課題を積極的に受け止め、意欲的に向き合わせる





既存・既習の知識・技能と


結び付けさせる





自分の力を頼りに一人で


課題に向き合わせる





友だちの考えをつなぎ、


考えを深めさせる





自己の学びを振り返り、


自己評価させる











　日常生活の中で、人が課題に出合ったときに行う一連の営みを、1時間の授業というフレームに当てはめてみると右下のようになります。この流れを踏まえて授業構成を工夫することが大切です。授業づくりのポイントを左下のように５つの段階にまとめてみました。











　　　　　











子どもの思考の流れ





解決の見通しを立てる





じっくり考える





結果を集団の中で発表する





考えを高め合う





自分なりの理解・結論をもつ





　＜「大阪の授業スタンダード」　大阪府教育センター　平成24年5月　＞





　　　　　











思考ツールを使って「考える」指導の工夫
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比べることで「ちがい」と「共通点」


に気付かせる





順番を考えるだけでなく、まず「分ける」それから「順序立てる」





物事を捉えたり、発表させるときにいろいろな角度から考える








